
新宿御苑の野鳥(留鳥)

シジュウカラ L14ｃｍ
スズメ目 シジュウカラ科

鳴き声 「ツピツピツピツピ」
たくさんの鳴き声を使って
コミュニケーションをとる

エナガ L14ｃｍ
スズメ目 エナガ科

鳴き声 「ジュルル」
エナガ団子で有名な鳥
その姿は国宝級。

ヤマガラ L14ｃｍ
スズメ目 シジュウカラ科

鳴き声 「ニーニーニー」
人に慣れる。頭がよく昔は芸を
仕込んでいた。

ノスリ L55ｃｍ
タカ目 タカ科

鳴き声 「ピーエー」
主食はネズミやモグラで、
野を擦るように飛行して
獲物を捕らえる。

ムクドリ L24ｃｍ
スズメ目 ムクドリ科

鳴き声 「リャーリャー、キュリ」
1年を通して、集団で生活する。
頭部が白っぽいものがメス。

ヒヨドリ L28ｃｍ
スズメ目 ヒヨドリ科

鳴き声 「ピーピー」
声が大きい。桜や椿の花蜜が
大好き。羽ばたきと翼を閉じた
滑空を繰り返す「波状飛行」が特徴。

メジロ L14㎝
スズメ目 メジロ科

鳴き声 「コロロ コロロ」
目の周りの白いのが特徴。
小さな優しい声で鳴く。

コゲラ L14ｃｍ
キツツキ目 キツツキ科

鳴き声 「ギィ ギィ」
日本で一番小さな
キツツキ。 小さな
クチバシで木を鳴らす。

ウグイス L14～16ｃｍ
スズメ目 ウグイス科

鳴き声 「チャッ チャッ」
声は聞こえるが、姿を確認する
のは難しい。

ハクセキレイ L21ｃｍ
スズメ目 セキレイ科

鳴き声 「チュチュン チュチュン」
綺麗な声で鳴きながら、
爆速で地面を移動する。

ハシブトカラス L75ｃｍ
スズメ目 カラス科

鳴き声 「カーカー」
なんでも食べる。５～6月の
営巣中はピリピリしている。

スズメ L14㎝
スズメ目 スズメ目

鳴き声 「チュンチュン」
日本では一番身近な小鳥。
両足ジャンプで移動する。

ドバト L33㎝
ハト目 ハト科

鳴き声 「クークーグルッ」
何もない地面をつつくのは
消化補助のための石を食べ
ている。

キジバト L33㎝
ハト目ハト科

鳴き声 「デーデーポオポオ」
首に独特の波模様がある。
警戒心が薄く、近寄れる。

カワウ L81ｃｍ
ペリカン目ウ科

鳴き声 「グルルル」
羽が水をはじかないので、
よく羽を広げて乾かしている。

ダイサギ L90ｃｍ
ペリカン目サギ科

鳴き声 「ガガガガガ」
日本にいるシロサギの中で最も
大きい。繫殖期にはくちばしが

黒く目先が青くなる。
アオサギ L93ｃｍ
ペリカン目サギ科

鳴き声 「グワーア」
動きがとてもゆっくり。
繁殖期にはくちばし、目
の周り、脚が赤くなる。

カイツブリ L26ｃｍ
カイツブリ目カイツブリ科

鳴き声 「キュルルルル…」
泳ぐのが得意。潜水して餌をと
るため、ふっといなくなり、
離れた場所に現れる。

コサギ L61ｃｍ
ペリカン目サギ科

鳴き声 「ガォ ギャオ」
くちばしが黒く、足の指が黄色い。
夏羽は後頭部に2本の
長い毛がある。

カルガモ L61ｃｍ
カモ目カモ科

鳴き声 「ガーガー」
くちばしの先端が黄色。玉藻池
で見かけることが多い。

カワセミ L17ｃｍ
ブッポウソウ目カワセミ科

鳴き声 「ピピピピー」
池の周りの木に留まって
狙いを定め、池の魚を狩る。

新宿御苑にはたくさんの野鳥がいま
す。このシートでは年間を通して園内
に生息する鳥たちをまとめました。

オオタカ オス L50ｃｍ

タカ目 タカ科 メス L56ｃｍ
鳴き声 「ピューピュー」
金色の目にシマシマのお腹。
オスよりメスの方が大きい

カワラヒワ L15㎝
スズメ目 アトリ科

鳴き声 「ププリププリピヨピヨ」
一本の木に群がって可愛い声で
鳴く。羽に黄色と黒の模様があり、
羽を広げると美しい。
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